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４ 夫が不妊検査を受けたきっかけ  回答が多かった順にまとめると「医師から受診勧奨」，「妻からの働きかけ」，「夫がすすんで受診した」，「いつまでに妊娠しなければ受診すると期間を決めていた」，「助成金の要件だから」，「子どもが欲しかったから（妊娠しないから）」等の意見に分類できた。 ＜表２６：パートナーが不妊検査に行ったきっかけを聞かせてください（記述）＞ 区分 意見 医師からの受診勧奨 ・一人の受診では原因がわからないため、病院の先生に説得してもらった。 ・初めてクリニックを受診する際、一緒に話を聞こうということで、夫婦そろって行きました。その時に先生から、不妊の原因の半分は男性にもあるから…ということで、早目の主人の検査をすすめられました。 ・私だけ先に病院に行きましたが、そこで先生が「旦那さんに問題があるかどうかで今後の治療方針が違うから最初に旦那さんの検査もしようね」と教えてくれた。夫も検査をすべき明確な理由を教えてくれたので、私も夫に伝えやすかった。 ・人工授精にステップアップするため。 妻からの働きかけ ・本格的に不妊治療しないといけないと私が思い，話し合った。 ・タイミング法を半年以上続けていたが妊娠に至らず、夫の精子を検査するに至った。夫にはとっても抵抗された。 ・最初は行きたくなさそうだったが、男性にも不妊の原因があること、妊娠は１人では出来ないことを、何度も何度も説明して話し合った。 ・年齢と共に、どんどん妊娠しにくくなったり流産の可能性が上がるなど話し、危機感を持たせました。 ・無理やり連れて行った。 夫が進んで受診した ・検査をするなら二人同時にと共通認識があったので、同じ時に受けました。 ・主人は初めから、どちらかだけ検査に行くのはおかしい。という考えだったため、普通に初めから二人で受診しました。 期間を決めていた ・二人で決めた時期までに妊娠しなければ、一緒に検査に行くと話し合っていた。 ・結婚して１年、なかなか子どもができず、パートナーの方から検査に行ってみようとの提案がありました。できれば早く子どもがほしかったので、検査することで何か次に繋がるものが得られればと思っていました。 助成の要件だから ・夫婦で検査を受ければ助成金の申請ができることを知り、それをネタに夫を説得。 ・ドクターから助成金の申請には夫婦で検査が必用と説明を受け、主人に伝えて協力してもらった。 子供が欲しかったから ・なかなか授からないので、試しに行ってみようかな。という感じ ・より早く授かりたいと思ったから 
 


